
 

 

 

 

 

 

 

 

 はじめまして、校長の黒木崇博（くろき たかひろ）と申します。歴史と伝統のあるこの坂

本中学校で働けることに感謝と誇りをもち、学校教育目標である「生命を大切にし、坂本を愛

し、夢の実現へ向け、自ら学び続ける生徒の育成」をめざして、坂本中学校のため、１９人の

子供たちのため、全職員で一致団結してがんばります。よろしくお願いします。 

今年度はじまりの１学期始業式、そして入学式では校長から今年度のテーマについて話をし

ました。上部にも記載しております「自他共栄（じたきょうえい）」という言葉です。自分も

他人（友達）も、良き仲間として、時には良きライバルとして、ともに切磋琢磨しながら発展

（向上）していこうという思いで、この言葉を学校教育目標のテーマに掲げました。このテー

マは、子供たちだけではなく、私たち職員も同じです。一年間よろしくお願いします。 

 

 

 

 

 

 

 

創 造・誠 実・鍛 錬 

生命を大切にし、坂本を愛し、夢の実現に向かって

自ら学び続ける生徒の育成 

～ 自 他 共 栄 ～ 
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令和８年４月２３日発行 

校長 黒木 崇博 



 

 

 

４月９日（木）に、第５２回入学式を挙行しました。保護者の皆様、そして多数のご来賓の

皆様に参加いただき、すばらしい式となりました。式では新入生の立派な態度、そして、１人

１人の元気ある返事から、１年生の「やる気」を感じました。早く中学校生活に慣れ、それぞ

れの夢実現に向けて、失敗をおそれず、いろいろなことに挑戦してほしいと思います。 

 

 

 

 

 

 

 代々受け継がれている坂本中学校の学校便りの題は「青垣」、意味は「青々とした山が、垣

のように周囲を取り囲んでいるさま」だそうです。校歌のはじまりにも「青垣」、また、平成

１５年度まであった寄宿舎の名前も「青垣寮」だったと聴いております。 

３月末に挨拶に来た時は、青垣をバックに桜が咲き乱れていました。ここ最近は、白・ピン

クの様々な色のツツジが力強く咲いています。日に日にまったく違う「青垣」を見せてくれま

す。まさに、このすばらしい「青垣」は、坂中、そして坂本町のシンボルだと思います。 

この坂本町の地域とともに子供たちを見守り・育て、地域とともにある学校づくりを、めざ

してまいりたいと思います。保護者の皆様、地域の皆様のご理解とご協力をお願いします。 

教室ではじめての学級活動 

５人の新入生 

体育館前から校舎裏手の「青垣」 運動場から八竜小学校側の「青垣」 


